
コ ー ト

- 11
- 8
- 12
- 8

氏　　名 No 得点 ３P 自投 反則 No 得点 ３P ２P 自投 反則

浅井　由美子　 4 4 9 6 2 1

土田　政代 ⑤ 15 9 2 3 5 6 4 2

園田　祐子 6 2 3 7 6 6 3

山田　かおる 7 2 ⑧ 6 6

森     由利子 8 9 2 2 2

中村　由美子 9 2 10 1

石井　千鳥 10 11 8 8 3

梅田　裕美子 11 12 2 2 4

野崎　典子 12 13

石川　貴子 13 16

大塚　由美子 14

小嶋　里美 15 4 2

正木　幸子　　 16 8 3 1

清川　佳子 17

伊藤　敦子 21 8 6 1

堀井　麻起子 ｺｰﾁ ｺｰﾁ

大塚　由美子 Aｺｰﾁ Aｺｰﾁ

合　　計 39 18 5 9 39 6 30 3 13

主　　審

〔戦　評〕
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第７回近畿女性バスケットボール交歓大会　サブスコア

兵庫県三田市駒ヶ谷体育館

平成18年8月19日（土）Ｂコート　第６試合　１６：３０～

一般の部（２位推薦）　予選リーグ　ｄブロック

日　　時

場　　所

12

14

5

8

氏　　名

石田　順子

福島　牧子

中川　美智子

村上　真由美

江　　 喜久代

杉本　涼子

杉浦　裕子

中村　理恵

吉松　江利子

細川　洋子

合　　計

4

2

2

4

記録：兵庫県家庭婦人バスケットボール連盟　　平尾

２P

16

2

第1ピリオド：残分5分までは得点なしでゲームは進む。ＯＦＦ ＢＥＡＴにセットプレイが決まりはじめるが、残り3分
からカンガルーの2Pシュート、3Pシュートが入り、カンガルー逆転で第1ピリオド終了。
第２ピリオド：第２ピリオドもお互いなかなか得点に結びつかない展開となるが、残り５分でカンガルーの3P
シュートで得点が動き、対するＯＦＦ ＢＥＡＴも速攻、ゴール下のリバウンドを決め、点差を詰める。残り３分から
カンガルー#16正木がゴール下、3Pシュートを決め、７点差で前半を終える。
第３ピリオド：両チーム少し単調な攻撃が続くが、パス回しのスピードが速くなったＯＦＦ ＢＥＡＴが２Ｐシュート、３
Ｐシュートを決め、残り２分で点差を詰めて追いつく。ＯＦＦ ＢＥＡＴは速攻を得意とし、カンガルーは3Pシュートを
得意とし31－31で終了。
第4ピリオド：ＯＦＦ ＢＥＡＴが速いドリブルからの速攻、ゴール下シュートを決めると、カンガルーは3Pシュートで
得点を挙げ両者互角の戦いとなる。残り17秒で、カンガルーが2点リード。カンガルーボールでこのまま試合終
了かと思われたが、ＯＦＦ ＢＥＡＴがファウルゲームに持ち込み成功。カンガルーフリースローの後、残り4秒でＯ
ＦＦ　ＢＥＡＴ#8杉浦のドリブルシュートで同点となり試合終了。

横山　貴章 副　　審 早崎　康祐
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カンガルー
(滋　賀)

OFF BEAT
(京　都)

2

木村　哲

松田　勝明


